
東温市事務事業評価シート　平成26年度実施事業対象

№ ― 1

年度 ～ 年度

① ④

② ⑤

③

単位 平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度

目標

実績

目標

実績

目標

実績

費

25 26 27

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

人 千円 人 千円 人 千円

人 千円 人 千円 人 千円

千円 千円 千円

4 4 4 3

4 4 4 3

議会の状況をインターネットで放映することにより、市の政策方針等を周知していく必要があるため、今後一層充実させていくべきでで
す。また、議員の意思表示である採決状況をわかりやすく伝えていく必要があります。

二次評価者 議会事務局長
総　合
評価点

Ａ 必要性 有効性

今後の方向性 現状維持

項目 評　　価　　項　　目　　の　　説　　明　（一次評価者のコメント）

広報・公聴活動の充実のために、今後も必要な事業です。

有効性 様々な理由によって傍聴に来られない方にも議会の様子を知っていただくための有効な手段です。

達成度 映像配信システムは昨年に比べアクセス数が倍増しました。今後も更なる広報活動に努めます。

必要性

全体事業費(Ａ＋Ｂ) 2,303 2,302 2,302

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
・
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

一次評価者 庶務係
総　合
評価点

Ａ 必要性 有効性 達成度 効率性

当面の
課　題

事業効果をより高めるためにアクセス数を増やします。

効率性 契約更新の際にシステムを見直す余地があります。

改　革
計　画

広報とうおんや議会だよりなどを活用し、議会中継と会議録検索システムについて広報します。

今後の方向性 現状維持達成度 効率性

二次評価で
の指摘事項

計(Ａ) 1,895 1,899 1,899

人件費(Ｂ)
正職員工数・経費 0.067 408 0.067 403 0.067 403

臨時職員工数・経費 0.000 0 0.000 0 0.000 0

0

その他特定財源 0 0 0

一般財源 1,895 1,899 1,899

Ｄ
Ｏ

予算費目 会計 一般会計 費目名 総務

直接事業費

平成 年度決算 平成 年度決算 平成 年度予算 備　　　　考

国・県支出金 0 0 0

地方債 0 0

2,074

指標名 計算式又は指標設定理由 最終目標

映像配信システムアクセス
数

50人／日×21日（定例会・臨時
会ライブ映像）
210人／月×12ヶ月(録画映像)

人/年
3,400 3,500 3,600 4,000

3,507 7,481

会議録検索システムアクセ
ス数

125人／月×12月 人/年
1,500 1,500 1,500 1,500

1,725

公的関与

089-964-4422 メールアドレス gikaijimu@city.toon.ehime.jp

事業期間 期間設定なし

（２）広報・広聴活動の充実

事業区分

事業の対象 インターネットを使用する人 根拠法令

総合計画 政策目標 第６章 みんなでつくる協働・自立のまち 政策項目 ４ 市民と行政との協働のまちづくりの推進

032 1001 事務事業名 議会広報事務補助 細事務事業名 議会のインターネットによる情報公開（中継）事務

主要施策

非該当

事業の目的 最終的

インターネットを介して、傍聴に来ることができない方へ
も議会情報を発信し、議会活動への理解を得る機会を
増やすことで、議員の広報・広聴活動の充実と市民の市
政への参加促進を図ります。

今年度
アクセス数を増やすため、あらゆる機会を捉え広報等に努め
ます。

活動内容

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ

課　　名 議会事務局 係　　名 庶務係 電話番号

ソフト事業 事業運営方法 全部委託 実施計画

インターネットによる本会議のライブ映像公開

インターネットによる本会議の録画映像公開

インターネットによる会議録（検索機能付）公開

成果指標



東温市事務事業評価シート　平成26年度実施事業対象

№ ― 1

26 年度 ～ 26 年度

① ④

② ⑤

③

単位 平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度

目標

実績

目標

実績

目標

実績

費

25 26 27

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

人 千円 人 千円 人 千円

人 千円 人 千円 人 千円

千円 千円 千円

4 4 3 4

4 4 3 4

該当

事業の目的 最終的 議場の老朽化した音響設備を改修します。 今年度 議場の老朽化した音響設備を改修します。

活動内容

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ

課　　名 議会事務局 係　　名 庶務係 電話番号

ハード事業 事業運営方法 全部委託 実施計画

パソコンシステムで全ての音響機器類の操作制御できるよう
にします。

表決ボタンにより、集計が一目で確認できる機能を備えます。

議会中継画面に任意の会議名、発言者名、休憩表示を制御
システムから遠隔操作できるようにします。

発言ボタンにより、発言者が一目で確認できる機能を備えます。

大型モニター設置による出席議員数や残時間表示、残時間
連動ブザー機能を備えます。

成果指標

公的関与

089-964-4422 メールアドレス gikaijimu@city.toon.ehime.jp

事業期間事業区分

事業の対象 議場音響設備 根拠法令

総合計画 政策目標 第６章 みんなでつくる協働・自立のまち 政策項目 ４ 市民と行政との協働のまちづくりの推進

032 1002 事務事業名 事務局庶務 細事務事業名 議場音響システム改修業務

主要施策

指標名 計算式又は指標設定理由 最終目標

平成２６年６月議会から９
月議会の間での改修。

平成２６年８月３１日完成

平成２６年８月３１日完成

Ｄ
Ｏ

予算費目 会計 一般会計 費目名 総務

直接事業費

平成 年度決算 平成 年度決算 平成 年度予算 備　　　　考

国・県支出金 0 0 0

地方債 0 0 0

その他特定財源 0 0 0

一般財源 　 23,868 　

計(Ａ) 0 23,868 0

人件費(Ｂ)
正職員工数・経費 0.000 0 0.050 301 0.000 0

臨時職員工数・経費 0.000 0 0.000 0 0.000 0

全体事業費(Ａ＋Ｂ) 0 24,169 0

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
・
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

一次評価者 庶務係
総　合
評価点

Ａ 必要性 有効性 達成度 効率性

当面の
課　題

今後の維持管理のため、保守点検をする必要があります。

効率性 公募型プロポーザルにより実施しました。

改　革
計　画

構築した業者による保守点検を定期的に実施する予定です。

今後の方向性 現状維持達成度 効率性

二次評価で
の指摘事項

議会運営を円滑に行うことを目的とし、議会運営に必要な映像・音響設備を一元管理し、簡単に操作でき、かつ運営の省力化を実現
できるマイク・カメラ制御システムに改修できました。

二次評価者 議会事務局長
総　合
評価点

Ａ 必要性 有効性

今後の方向性 現状維持

項目 評　　価　　項　　目　　の　　説　　明　（一次評価者のコメント）

老朽化のため音響設備の改修が必要です。

有効性 議会運営に音響設備はなくてはならないものです。

達成度 概ね達成しています。

必要性


	032-1001（議会のインターネットによる情報公開事務）
	032-1002（事務局庶務）

